
前年度の成果と課題
１　成　果
(1) 学習指導要領の年次進行に伴う観点別評価や教職員DX研修等の積極的な受講により学習用
端末を活用した授業実践に取り組むことができた。
(2) 基礎・基本の定着を中心に学力向上に取り組むとともに、分野別説明会や外部の進路相談会
など計画的な進路指導により希望進路の実現に取り組んだ。
(3) 学年部、寮務部等による面談等を通じて、落ち着いた学校生活と寮生活の維持に努めることが
できた。
(4) 各学科・コースの専門的な知識・技術を活かした地域での活動、農場HACCP認証、グローバル
GAP継続認証、農芸祭、農業クラブ学習成果発表会の実施、農業クラブ活動など農業専門高校と
して特色ある活動を積極的に進め、京都府立大学、府農林水産部をはじめとする関係機関等との
連携活動を推進することができた。
(5) インスタグラム、ホームページ等を通じて生徒の活躍している姿を発信するとともに、学校説明
会や中学校訪問等でも積極的に広報等に取り組むことができた。
２　課　題
（1）地元地域や中学校との適切な連携や教育活動の成果と学校としての魅力を発信し、教育機関
としての信頼をさらに高め、募集定員を充足する志願者を確保する。
(2) 公開授業週間の在り方を検討し、より一層の授業改善に取り組む。
(3) 家庭との連携を中心に必要に応じてスクールカウンセラーや関係機関等とも連携し、学校として
組織的に生徒をサポートする体制を強化する。
(4) 部活動、農業クラブ専門部活動への加入率を高めるとともに、生徒会・農業クラブ・寮生会にお
いて、生徒が自主的に活躍できる場面を増やし、達成感を感じさせる。
(5) 大学・企業・関係機関と連携した取組や府農林水産部等の事業を活用した取組が全学科・コー
スで実施できるよう工夫する。
（6）府立大学との連携については、課題探究型の高度で質の高い学びと体験的・実践的な学びに
よる実学との融合を図り、高校生と大学・大学院生との交流も増やす。

個に応じた指導の展開と授業改善
個に応じた学習指導の展開に向け、授業・実習において効果的に学習用端末を活用できるよう推進すると
ともに、授業改善のための授業アンケートを効果的で効率的な方法に改善する。 B

農業に関する専門教育の充実
各学科・コースの特色に応じ、ACCESSを軸に実践的で体験的な農業教育を展開する。また、府立大学と
の連携を通し、高度で質の高い学びと実学との融合を図り、大学と本校との農業専門教育モデルの構築に
取り組む。

B B

地域から信頼される開かれた学校づくりの推進
生徒の活動する姿を新聞やHP等で広く発信することで本校の魅力を示し、教育機関としての一層の信頼を
高める。教育活動の積極的な発信と保護者アンケート等による教育ニーズを的確に把握し、学校運営協議
会での協議、中学校･関係団体との適切な連携等により、志願者確保に努力する。

B

就修学支援制度の周知徹底と連携
保護者や生徒へ制度の理解を高められるよう、担任と連携を取り丁寧な制度案内に努める。
学校諸費の滞納状況などは事務部で共有し、学年部と連携して生徒を支援していく。
生徒及び世帯の状況把握については、担任と連携して情報更新に努める。

B

学校予算の効率的な執行
光熱水費や飼料代の推移を把握し、より一層の効率的な予算執行に努め、教育環境の充実を図る。
農場部との連携を密にし、実習に支障をきたさぬ運営に努める。 B B

学校施設設備の維持修繕
施設面において担当課との連携をより密にし、老朽化対策と改修を計画的に進める。
寮外壁屋根の塗装改修工事を進める。 B

学力の向上を目指した取り組みの推進
・「授業開始時の五箇条」の徹底をはじめ、授業時間の規律確保に努めることで個々に充実した学習時間
を過ごす環境を整える
・基礎学力の定着や、学習意欲向上を目指したアプローチを実施する

B

農芸高校の新しい学びに向けた取り組みの推進
・観点別評価及びBYODの安定した運用と効果的な活用方法を推進するため、情報収集と共有を推進する
・「農芸高校の魅力化」に向けた授業・学校行事の在り方について、分掌・教科と連携して検討を進める B B

教育活動を活性化させるための環境整備の推進
・情報機器の適切な整備・運用や校務システム等の効果的な活用を推進する
・スリムで効果的な学校行事を計画・調整する
・学校図書館の効果的な活用方法の検討と情報発信を推進する

B

高大連携の積極的活用に向けた環境の整備
京都府立大学の連携活動が一層推進していくために、校内の各分掌・学科・コースと京都府立大学の調整
役としての業務を行う。また講座単位での高大連携の企画を実行に移していく。 B

改編推進会議の円滑な運営
改編推進会議の運営を取りまとめ、本校の改編の具体的施策を決定させていく。またその際に、たくさんの
先生方の意見を取り入れられるよう、校内での意見交流の機会を企画していく。 B B

情報発信
生徒募集

教育活動の魅力化と活発な情報発信とミスマッチのない生
徒募集

ホームページ・SNSの更新、オープンスクールや中学校訪問などで、本校の教育活動やその魅力を広く発
信する。それにより本校で学びを進めたいと考える生徒を募集し、より学習活動が活気を持てるものにす
る。

B

組織的な生活指導と豊かな人間性の育成
職員室等への入室時、退室時のマナーを定着させる。
規範意識の醸成と社会人基礎力の基盤を形成させる。
分掌間の連携を取り、組織的な生活指導を行う。

B

いじめ等の問題行動の未然防止
生徒の発達支援的生活指導に努め、問題解決型の生徒指導を推進する。
生徒の問題行動50％減少を目標に未然防止活動を推進する。 B B

生徒会活動と部活動の充実を図る

生徒会活動の計画的な運営や対外的な活動を成功させる。
積極的に取組む人間性を育むとともに多様な人とつながる力を育成する。
部活動加入率の精選を図るとともに持続した部活動を推進させる。
部活動指導者支援事業などを活用して体制の工夫を図る。

B

キャリア教育を推進し、社会人基礎力を育成する。
日々の指導に加え、インターンシップ、外部との連携、「３年生の話を聴く」、外部講師の活用などを通して、
マナーや職業観を身に付けさせる。 B

学力の向上に向けた取組みを推進する。
基礎学力補習（大学生ボランティアの活用）、進学セミナー、学習合宿への積極参加を促し、一般常識を始
めとした基礎学力の充実を図る。 B B

Classiの機能を更に活用し、保護者連携や生徒の指導に役
立てる。

生徒本人との連絡や資料の配付、保護者連携に生かす。 B

<成果>・BYODについては安定的に運用し、授業や様々な場面での利用の機会が多岐にわたり、十分に利活用できた。
・考査一週間前の学習集中期間の設定は、定期考査に向けた雰囲気づくりができた。
・定期的な図書館だよりの発行による情報発信を行うことができた。
・授業規律については全校が落ち着いた雰囲気で学習に取り組んでいた。
<課題>・学校行事の計画的な調整等についてはさらに調整していく必要性がある。
・「農芸高校の魅力化」についてはさらに追求する必要性がある。
・観点別評価についてはさらに情報収集や共有を推進する必要性がある。

成果と課題　　　

〈成果〉・日々の登校指導をはじめ、各分掌や教職員の協力を仰ぎ、落ち着いた学校生活ができている。
・職員室の入室マナー、制服の着こなしなど生徒の規範意識や社会人基礎力を育むことができた。また、近隣校との交流会も実施できた。
・体育祭や農芸祭などの学校行事を成功させた。新たな取り組みとして農芸感謝祭「交流の部」を企画・運営し、多くの生徒が楽しめた。
〈課題〉・生徒の問題行動が昨年度より１件多く発生し、設定目標の成果に至らなかった。
・部活動支援事業を活用して、取り組みや活動内容に工夫を凝らしているが、全体の活動状況の推進に至っていない。また、部活動加入率は一
定水準を保っているが、早期に退部する生徒も一定数いる。次年度では、どのように定着率を高めるかが課題である。

改編推進部

<成果>・京都府立大学との打ち合わせを年間通して行い、系属高校化に関する内容の議論を行うことができた。
・改編推進会議を開き、今年度は多岐にわたる内容での議論を行うことができた。
・オープンスクールでは昨年度よりも多数の中学生の参加があり、本校の魅力を知っていただく機会となった。
<課題>・京都府立大との高大連携の内容の濃密化を図っていかなければならない。
・令和８年度の系属高校化へ向けて、改編推進会議でまとめきれていない内容があるため、議論した内容のブラッシュアップを図っていかなけ
ればならない。改編推進会議の内容が、学校内で周知ができていないため、来年度は周知の機会をつくっていく。
・系属高校化の内容を中学生、保護者、中学校教員に知ってもらえるよう広報を行い。本校で学びを求めていける生徒を募集し、定員充足を達
成する。

評価

管理職 組織運営

生徒指導

学習指導教務部

具体的方策（実践項目）重点目標

<成果>・他分掌と連携しながら、各種進路ガイダンス・志望理由書作成・面接指導を行うことで、希望進路の実現に繋がった。
・classiを活用しての生徒・保護者・教員間での情報共有、求人票管理ソフトの導入など、分掌業務の効率化を図ることができた。
・基礎学力補習や進学セミナーなど、一定の生徒数を確保して実施することができた。
・外部組織や企業と連携し進路勉強会を行い、キャリアアップについての意識の高揚、情報提供に繋げることができた。
<課題>・各種検定・模擬試験受験の必要性等、今後府大系属化を見据えて更に学習環境の枠組みを検討していく。
・生徒の家庭環境の把握も含めて、他分掌との情報共有を密に行い、進学・就職共にミスマッチのない進路指導に繋げる。
・今年度実施できなかった学習合宿の積極的案内、実施内容の改定（英語力・記述力の向上中心）を行う。
・課題である面接力養成のために、早期の段階から志望理由書作成練習と現状把握について検討を行う。

生徒指導部

令和6年度　京都府立農芸高等学校　学校経営計画（スクールマネジメントプラン）    実施段階

学校経営方針（中期経営目標） 本年度学校経営の重点(短期経営目標)
１　目指す教育
　京都府の農業に関する専門学科の基幹高校として、関係機関や大学と連携しなが
ら実践的・総合的な探究を重点的に取り組むことにより専門性を高め、人間と自然と
の共生を図ることができるスペシャリストを育成する。
２　目指す３つの方針
(1) 資質能力について
・質実剛健の気風を培い、何事にもあきらめず、粘り強く挑戦し続ける力
・生命の尊厳を尊び、農業の発展及び環境保全に貢献する意識と実行力
・本校で培った知識・技術を活かし、社会の発展に寄与する力
・夢と希望を持ち、自ら考えて行動し、他者と協働しながら主体的に課題に向かう力
(2) 教育課程の編成及び実施について
・農業のスペシャリスト育成を目指し、学年の枠を超えた各コース縦割りを軸とする
活動【ACCESS：Agricultural Course-Centered Educational Smart System】
・地域、企業、大学等と連携し、新たな価値を創造する探究活動
・日頃の学習成果を各種大会やコンテスト等で積極的に発表し、外部評価を得る活
動
・３年間を見通して積極的に資格取得やインターンシップ等に取り組む活動
(3) 入学者の受け入れについて
・農業関連分野への興味・関心が高く、意欲的に実習や実験に取り組む生徒
・学校行事はもとより、部活動、生徒会活動、地域行事等に積極的に取り組む生徒
・将来の進路実現に向けて、自ら目標を設定し、主体的に学習に取り組む生徒
・相手を思いやり、自然な挨拶ができる生徒

１　学校経営主題　　「互いの良さを生かし高め合う教育活動の展開 」
２　学校経営の重点事項
(1)学力向上
①全ての授業・実習において主体的・対話的で深い学びを実践し、基礎学力の定着と学力向上を目指す。
②授業改善のための生徒による授業アンケートを実施・検証を適切に行うとともに公開授業週間等を効果的に活用する。さらに、学習指導要領の趣旨を踏まえた観点別評価による
評価・評定を適切に行う。
③生徒一人ひとりの個に応じた学習指導が展開できるよう、効果的に学習用端末を活用する。
(2) 農業に関する専門教育の充実
①各学科・コースの特色に応じ、ACCESSを軸に実践的で体験的な農業教育を展開する。
②農業クラブ活動における「プロジェクト研究活動」をはじめとする調査・研究を充実させ、各種発表会に積極的に参加するとともに、日本学校農業クラブ全国大会等の各種大会で
の入賞を目指し、適切な指導を継続して行う。
③府立大学との連携を通して、課題探究型の高度で質の高い学びと体験的・実践的な学びによる実学との融合を図り、高校生と大学・大学院生との交流を増やす。
(3) 希望進路の実現
①３年間を見通した進路ガイダンス、積極的な資格取得、インターンシップ等により、適正な職業観・勤労観とともに、真摯に社会貢献する意欲を計画的に育成する。
②地域、企業、大学等と連携し、外部人材を積極的に活用するなど将来の職業人としての倫理観・マナー並びに社会人としての基礎力を培うとともに、ミスマッチのない希望進路実
現に向け、学年部と進路指導部の連携をより一層密にする。
③府農林水産部、関係機関との連携による各種事業を積極的に活用し、京都府の農業や関連産業の振興・発展に寄与する将来の担い手育成を全学科・コースで取り組む。
(4) 組織的で継続的な生活指導と豊かな人間性の育成
①家庭との連携を中心に必要に応じてスクールカウンセラーや関係機関等とも連携し、学校として組織的に生徒をサポートする体制を強化し、充実した学校生活、寮生活を送らせ
る。
②部活動、農業クラブ専門部活動への加入率を高めるとともに、生徒会・農業クラブ・寮生会において、生徒が自主的に活躍できる場面を増やし、達成感を感じさせる。
③相手を思いやり、自然な挨拶ができる良好な人間関係を構築する。
(5) 人権教育・特別支援教育の推進と安心・安全の確保
①感染症対策に継続して取り組み、自他の人権と生命を尊重する実践力を育成し、良識を持って多様性を理解し、共生社会を生きる姿勢を醸成する。
②特別な支援を要する生徒の教育ニーズを把握し、関係機関と適切に連携することにより、組織的に合理的配慮を提供するなど、特別支援教育を推進する。
③全ての教育活動において安全の確保を最優先とし、危機管理意識を持って、組織的に事故等の未然防止に努める。
(6) 地域から信頼される開かれた学校づくりの推進
①日頃の学習成果を発表する機会を積極的に設定し、生徒の活動する姿を広く発信することで本校の魅力を理解していただき、地域からの信頼を高める。
②報道機関等へ教育活動情報を積極的に発信するとともに、中学校との適切な連携により募集定員を充足する志願者の確保に努力する。
③保護者アンケート等により教育ニーズを的確に把握し、その結果等を学校運営協議会で協議し、改善した結果等についても発信し、開かれた学校づくりを推進する。

学校改編

分掌／教科名
評価領域

（業務領域）

<成果>・学習用端末が全学年に普及し、ICTを活用することで授業改善が図られ、一定落ち着いた学習環境が保たれた。
・生徒対象授業アンケートを学期ごとに、また、タブレット活用に変更したことで、生徒・教員相互の負担軽減につながった。
・府立大学系属高校化が発表され、それに向けた大学、高校・教育委員会との協議を進めた。
<課題>・タブレットの活用が科目により差が見られるため、授業・実習において効果的に活用できるよう改善させる。
・生徒授業アンケートから得られた生徒の声を踏まえ、授業改善につなげていく。
・府立大との連携を更に発展させることで、魅力のある新しい農業教育が創出できるよう推進する。
・より一層教育活動を発信することで、志願者数の増加につなげる。

事務部 教育環境

<成果>・就修学支援の制度周知について、引き続き担任と連携を取り処理を進めることができた。
・予算執行について各分掌と理解を深め、速やかな処理を行うことができた。
・寮の長寿命化対策工事を滞りなく終えることができた。
<課題>・生徒世帯状況の変化について引き続き連携が必要。
・系属化に必要な対応を積算する。
・寮内部の施設設備について、引き続き改修対応が必要。
・敷地内下水管の全面改修工事実施に向け準備を進める。

進路指導部 進路指導

評価 Ａ 十分達成できている。(目標以上の成果が得られた
Ｂ ほぼ達成できている｡（ほぼ目標どおりの成果が得られた｡）
Ｃ 達成できているとはいえない。（成果はあったが目標には達していない。
Ｄ ほとんど達成できていない。（ほとんど成果がなかった。）



自分の健康に関心を持つと共に、周囲の人や環境に配慮す
ることのできる生徒の育成をはかる。

生徒一人一人が自らの体と健康に対して正しい知識を身に付ける。
生徒が自分に必要なものを判断し、事前に準備するなど自己管理能力の向上を促す。
３年間を通し計画的な保健学習を検討することで、取り組みの充実をはかる。

B

特別支援教育の充実をはかる。
特別支援教育についての正しい理解と認識を深め、生徒に対する的確な理解と情報共有に努める。
課題のある生徒に対して特別支援教育会議を活用し、学年・寮・他分掌などとの連携を密にする。
支援を要する生徒に合理的な配慮が施せるよう、スクールカウンセラーや専門機関とも連携を行う。

B B

清潔で衛生的な学習環境を整えるため、環境整備に努め
る。

安心安全な環境の維持のため、校内の安全点検を定期的に実施する。
清掃活動の活性化や保健委員の積極的活用など、校内美化の啓発・改善に努める。
大掃除・一斉美化作業の計画的実施や、日々のゴミ分別の徹底など、校内美化に対する意識の向上をは
かる。

B

農場管理・運
営

実践的で体験的な農業教育の推進
各担当と連携し、計画的・実践的で円滑な農場運営を行う。
新しい学習スタイルの定着と、最先端農業を実践的に学ばせる。
安全衛生教育の観点から、実験・実習時の事故防止を徹底する。

B

農業クラブ活動 農業クラブ活動の活性化
各種発表会・競技会での入賞や、資格取得・各種コンテスト・地域連携事業などを通してクラブ員が活躍で
きる場を提供する。 B B

担い手育成 関係機関と連携した担い手育成の推進
京都府立大学との連携協定を具体化する取組みを一層推進する。
府立高校特色化事業や京都府関係機関各種事業を活用し、将来の地域農業の担い手を育成する。 B

寮生活と学習を密着させ、学習習慣を定着することによって
学力向上を図り、進級・進路実現につなげる。また、これに
よって自己有用感の高揚ならびに自己実現に向けて努力す
る態度を育成する。

学習時間を活用し、学習習慣の定着を図るとともに、学習に対する主体性を育成する。 Ｂ

厳しくも暖かく、きめ細やかな生活指導により、社会人として
ふさわしい生活習慣の確立と規範意識・人権意識の醸成を
図る。

自発的なあいさつと生活規則の遵守を定着させることで、コミュニケーション力を高めるとともに、規範意
識・人権意識の確立を図り、社会人基礎力を育成する。また、寮生集会や寮行事、綱領の唱和を通じて寮
生の結束と農芸高校への帰属意識を高める。

Ｂ B

「協同の精神」の涵養を図る。
集団生活において、他者を思いやることができる人権尊重の意識や行動力、判断力、道徳的精神を身に
付けさせる。 Ｂ

それぞれの生徒が農芸高校の３年間で注力できる何かを見
つけさせる。

 農芸高校の活動の中で、熱中できる何か（教科学習、専門部、部活動など）を見つけ、楽しみながら頑張っ
て充実した三年間をおくるベース作りを目指す。 B

各分掌間連携を密に行い、基本的生活習慣及び社会人基
礎力の定着を図る。

HR運営・寮・各授業において、統一感のある集団指導を行うことで基本的な社会性を身に付けさせ、生徒
の自己有用感を高める。 B

生徒指導案件の未然防止と、質の高い学習空間の提供を図
る。

HRにおける訓話や人権学習、各分掌による全人教育、こまめな情報共有による初動対応により、安心して
学べる教室環境を整備する。 B

各教科・コース・学年が連携し、進路を見据えた自己管理能
力を身に付けさせる。

担任団だけでなく、他分掌や保護者との協働によって指導に統一感を持たせ、生徒一人一人に合わせたタ
イミングで効果的にアドバイスを行うことで、生徒が自己理解を深めて自信をもって進路に向かうことができ
る体制作りを目指す。

B

各分掌間連携を密に行い、基本的生活習慣及び社会人基
礎力の定着を図る。

日々の挨拶、授業規律、時間厳守の徹底、好感の持てる服装・態度など、各教科・分掌との連携により定
着を目指す。
課題生徒に係る各諸機関との連携による状況把握に努め、生徒を見守り励ましながらつまずきを解消する
べく、保護者と生徒が自己肯定感を高めることのできる指導を模索する。

B

生徒指導案件の未然防止と、質の高い学習空間の提供を図
る。

未然に生徒指導案件を抑制するために、ＳＨＲ等で担任・副担任による訓話を行い、規範意識の高揚を図
る。また他人の「学ぶ権利」を侵害することは重大な人権侵害に当たることを認識させる。
若年層に特有のＳＮＳトラブルによる生徒指導案件を減らし、良好な人間関係を築かせるために、人権学
習や学年集会の場を最大限活用し啓発を行う。

B B

各教科・コース・学年が連携し、卒業後の進路を見据えた自
己管理能力を身に付けさせる。

進路に関するHRや毎日のSHRを利用し、キャリアプランの醸成に努める。
進路HRだけでなく、個人の持つ可能性を広げられるよう、学校外での説明会などにも積極的に参加し、進
路に対する見聞を深めさせる。

B

学校行事の成功に向けた集団力（チームワーク）の向上を目
指す。

学年最大の行事である修学旅行の成功に向けて、学年集会を多く実施し、集団意識の向上に努める。 B

持続可能な社会を担う資質・能力の育成

生徒が自分の学びが社会で役立つものとして意味を見いだすことができるよう、教科担当と連携を取るよう
に努める。
また、社会的責任を理解させ、コミュニケーション能力・協力・問題解決能力などの社会的スキルを育成す
る。

B

生徒に適正な規範意識を持たせ、教科担当者が授業をしや
すい雰囲気を作る。

適正な規範意識を持たせるために、SHRやLHRで丁寧な挨拶や礼儀作法を常に心がけるとともに、学年全
体で意識させる。すべての教育活動で人権意識や規範意識の醸成を図るために、生徒一人一人の言動や
行動についてのアンテナを高く持つ。

B B

第３学年生徒全員の希望進路の実現

生徒と進路指導部とのコネクションを強めるよう、担任団が働きかけ、進路意識の高揚を促す。有益な情報
を担任団・各分掌で共有・発信する。
コース担当等との連携を強め、生徒ひとりひとりの進路の方向性を持ちながら、早め早めの進路への取り
組みを進める。

B

学校関係者
評価委員会
による評価

・令和８年度からの京都府立大学との系属校化を中心に、従来からの様々な魅力ある取組や教育活動を進めると同時に、より一層の情報発信
に努め、その成果を様々な場面で広報することで、府内の多くの中学生に農芸高校の魅力を知ってもらいたい。
・府立大学系属校化に向け、より一層の情報発信・ＰＲの必要性を感じる。より具体的に情報発信を行い、生徒募集に繋げていって欲しい。
・昨年度からインスタグラム等のＳＮＳを利用して情報発信を行っており、一定の広報につながっていると思うが、地域等において情報がうまく伝
わっていない場面にも遭遇することがある。今後も引き続き、ＳＮＳだけでなく、様々な場面での情報発信に努め、学校の様子や取組の見える化
に努めていくことが必要と考える。

次年度に向
けた改善の
方向性

[第１学年部]
(1)学校生活や成績に不安や心配を抱えている生徒に対しては、今後も学年部だけでなく他分掌、保護者、そのほか連携機関と関係を密にして
指導していきたい。　(2)資格取得や進路実現にむけて、充実した第２学年を過ごせるよう、取り組みや指導を強めていきたい。　(3)特別指導事
象については、生徒の日ごろの言動に注意し、未然防止に努めたい。
[第２学年部]
(1)希望進路実現を一番の目標として、毎日の指導を積み重ねていきたい。生徒が挑戦できる雰囲気を作りたい。　(2)仮進級など学習成績が不
安な生徒に目を向けて、第１回追認考査での合格を目指し指導する。　(3)特別指導事象については、生徒の日ごろの言動に注意し、未然防止
に努めたい。
[第３学年部]
(1)卒業後の急な進路変更、職場の変更に対応する。　(2)残さなければならない文書等をしっかりと保管しておく。
［人権教育］
(1)働き方改革等の観点から、人権教育担当の研修会を実施しない。その代わりとして、毎月実施される職員会議で、校外人権研修の共有をし、
教職員に府教育委員会の方針である「あらゆる教育活動を通した人権教育の推進」につなげる。　(2)人権についての知識や意識に効果的とさ
れる人権問題の解決に向けて取り組む　外部講師の研修を第１学期中に実施し、効果的な人権教育のきっかけとする。　(3)人権学習につい
て、府教育委員会の方針である「学校全体で組織的に、効果的な人権学習の工夫」をどのように進めていくか。

＜成果＞・担任団が団結し、スピード感を持って個々の生徒の抱える課題に向き合い、問題解決のために取り組むことができた。
・全員の進路確定に向けて、進路指導部・各コース・学年部が連携し、ほぼ全員の進路を無事確定させることができた。
・進路実現に向けた取組みを通し、社会人として規範・人格の成長を促すことができた。
・50名全員を無事卒業認定まで進めることができた。
・大きなトラブルなく、学年運営を進めることができた。
＜課題＞・すべての生徒が主体性を持ち計画的に進路実現に向けた取組を進めることができたとは言いがたい。
・急な進路変更（進学→就職）となった生徒がいた。見通しを持った自己の展望を、より明確に持たせるための働きかけが必要であった。
・コースとの連携については、学科会議での情報共有などを含めて連携することができた。その反面、コース任せになってしまった側面もあり、
指導分野に関する配分やバランスの詳細を綿密に打ち合わせる必要性を強く感じた。

寮務部
寮教育
寮運営

＜成果＞・販売価格や必要経費を見直し、安定した農場運営に向けた改善を行った。
・農業クラブ全国大会で４名が優秀に入賞できたほか、全国的な大会で入賞することができた。
・農芸祭や学習成果発表会を実施し、外部に向けた学習成果の発表を積極的に行った。
・京都府学校農業クラブ連盟大会を開催し、充実した大会にすることができた。
・トマト・メロンのGLOBAL G.A.P.や、採卵鶏・肉用牛の農場HACCPの認証を継続できた。
・農芸感謝祭や野麦のデジタル化など、行事・取り組みの改善を行った。
＜課題＞・価格の高騰に対応するため実験実習費の確保に努めるとともに、老朽化している施設・設備を計画的に更新する。
・プロジェクト発表や意見発表等において、上位入賞に向けた活動の活性化が必要。
・タブレット端末の活用など、教職員の授業改善に向けた研究・研修が必要である。
・農業機械等の安全で適切な管理・使用方法について指導者のスキルアップを目指すとともに、安全教育の充実を図る。
・京都府立大学農学食科学部との連携内容をさらに充実させる必要がある。
・農場内の情報共有方法について、整理をするとともに、業務の分担とスリム化を目指し、農場部内の行事・業務を整理する。

B

<成果>・多くの生徒が放課後の部活動や専門部活動、生徒会役員等に参加している。
・各分掌と連携を密に行うことで、日常の生徒の情報や様子を把握し、指導につなげることができた。
・１学期に生徒間のトラブルがあり不安定な時期があったが、指導後は比較的落ち着いた学校生活を学年全体が送れた。
・日直日誌の取り扱いやクラスTシャツの取り組みなど学年で統一した指導を行い、横のつながりを意識させることができた。
・全体的に遅刻欠席が少なく、基本的生活習慣の定着を図ることができた。
・担任、副担任に関わらず、分掌全体で学年の生徒を指導することができた。
<課題>・全員で進級・卒業することを目標としていたが、２名の生徒が進路変更になってしまった。
・生徒の特性や理解力の弱さ等から、寮生活や学校生活、学習成績に不安がある生徒への対応に苦慮した。
・第2学年では、資格取得や進路実現に向けての取り組みにさらに力を入れていきたい。

＜成果＞・各分掌間連携を密に行うことで、日常の生徒の情報や様子を把握し、指導につなげることができた。
・修学旅行を無事に成功させることができた。
・中だるみの２年生と言われるが、比較的、落ち着いた状況で学校生活に前向きな生徒が多く、笑顔も多く見られた。
・進路指導部と協力し、進路HRの実施や進学ガイダンスへの参加などを促すことができた。
・ケガや手術などを行う生徒が多く、欠課時数を気にかける場面が多かったが、教科担当者および保健部を中心に連携し、状況把握や個々に
応じた対応を取ることができた。
＜課題＞・一部生徒においては、学習内容に後ろ向きな様子が見られ、成績を下げる生徒もいたため、次年度、進路決定の際に影響してこない
か懸念している。次年度は希望進路実現を一番の目標として、毎日の指導を積み重ねていきたい。生徒が挑戦できる雰囲気を作りたい。
・担任や関係分掌、保護者とも協力してきたが、力及ばず年度途中に休学者や登校ができなくなる生徒がいたこと。年度途中での進路変更が無
くなるよう、生徒の自己肯定感や自己有用感を高めていきたい。
・特別指導事象が起こり、未然防止を徹底することが出来なかった。これからも生徒の日ごろの言動に注意し、未然防止に努めたい。

第３学年部 指導方針

保健部

（成果）・１寮生は各教科からの課題、２寮生は自主学習課題に取り組み、学習習慣の定着を図ることができた。
・定期的な寮面談を行い、その結果を情報共有することで日々の指導に活かすことができた。
・日常の寮生活（入浴や他室訪問など）や寮行事を段階的に戻せるように努めることができた。
・寮生会が人権啓発ホワイトボードの制作や、人権標語の作成に取り組むことができた。
（課題）・日々の生活改善指導（呼び出しや反省文）が多かった。個別の声かけや各寮ホワイトボード、寮生集会等で注意喚起にさらなる工夫が
必要と感じた。
・行事の運営は寮生会が主体的にできているが、寮生会をさらに機能させ、寮の中心として生徒自治を活性化させていきたい。
・宿直、日直業務の負担軽減について、寮務部でできることを模索していきたい。
・寮や学校行事のバランスをみながら、寮生や教職員の負荷を考えた調整を行う必要がある。

第１学年部 指導方針

〈成果〉・保健室に来た生徒に対して、教科・担任・寮などとの情報共有を密に行い、適切な対応をすることができた。
・特別支援教育会議は年間５回の定例会議に加え、臨時の３回を行うなど個々の生徒に即した支援の形を協議することができた。
・スクールカウンセラー、たんば地域支援センター、学び生活アドバイザーの積極的な活用を図り、適切な期間につなげることや情報を得ること
ができたことで、学年部の一助となることができた。
・教員・生徒の人員が限られる中で掃除箇所や取り組み方を工夫した清掃分担を計画することができ、円滑な掃除運営と校内美化への啓発を
行うことができた。
〈課題〉・外部との調整がうまくいかず、今年度も保健学習の実施日が密集してしまい、打ち合わせが不十分なまま実施となったものがあった。
・生徒の支援に関する情報が保健部まで届いておらず後手に回ることが多かったため、次年度以降は保健部をより有効活用いただけるような
情報発信を心掛ける。
・掃除箇所や人員に関する精選をさらに行う。

保健指導

・授業参観をし、生徒・先生方の笑顔もよく、生徒同士でも声を掛け合って協
力し、実習をしている姿が良かった。
・各生徒の情報共有を教職員間でより一層徹底して行い、生徒の状況把握
に努めてほしい。
・地域や外部の行事への参加が減っているように感じる。授業と行事参加の
バランスが難しいとは思うが、できる限り、様々な行事や取組に参加し、情報
発信に努めて欲しい。

・保護者アンケートにおいて、各質問に対して、「よく当てはまる」「ある程度当てはまる」の回答が昨年度より向上し
ている。ただし、一定数「あまり当てはまらない」「わからない」という回答があるということは、情報発信がたりない
のではないかと感じる。
・保護者アンケートで「あまり当てはまらない」「わからない」と回答した割合の多い項目については、今まで以上に
学校の様々な取組について情報発信を行っていくことが重要と考える。また、保護者や地域の方々には、学校行事
等いろいろな機会に学校へ足を運んでもらい、校内や生徒の様子、取組等を見てもらうとよい。

［管理職］(1)ICTの利活用促進と授業アンケートを踏まえた授業改善　(2)府
立大学との連携促進を図るとともに、広報などの生徒募集活動を充実させ、
志願者数の確保に努める。
［事務部］学年や寮務部との連携強化による保護者連絡に努める。
［教務部］(1)系属校化を見据えた教育課程の在り方や運用について十分に
整理・実施する。　(2)BYOD端末のソフトウェア面での利活用方法をさらに検
討していきたい。　(3)校内情報管理システムを整備し、安心して活用できる
ICT環境の確保に継続的に取り組む。
［改編推進部］(1)改編推進会議の活性化をより図っていかなければならな
い。また、令和８年度に向けて、会議の内容を学校全体に周知できるようにし
ていく。　(2)令和７年度から実施する、１年生の６月、２年生発展系の８月の
高大連携を足掛かりとして、高大連携の濃密化を図っていく。　(3)系属高校
化の内容を中学生、保護者、中学校教員に知ってもらえるよう広報を行い。
本校で学びを求めていける生徒を募集し、定員充足を達成する。
[生徒指導部](1)生徒間の情報をキャッチアップして、速やかな生徒対応　(2)
組織的な生徒指導をより具体的に示す方法について　(3)共通認識内容の精
査、指導体制、チーム農芸　(4)部活動体制の整備（顧問、時間、通学（費用
含む）等）
・部活動指導者支援事業の活用

［進路指導部］(1)系属校化（府立大学進学）や公務員受験を見据えて、１・２年生の進路意識を高め、資格取得や
模擬試験受験、合宿参加など、主体的に学びを深める生徒の育成を行う。　(2)進学、就職共に、面接試験のスキ
ルアップについて学年部と連携して取組を進める。
［保健部］(1)保健部を窓口とした外部との連携の効果を、担任の先生を始め、他分掌や部活顧問の先生方にも
知っていただき、有効活用してもらえるような情報発信を心掛ける。　(2)各学年で実施する保健学習の運営などで
保健委員がもっと活躍できる場を設ける。
[農場部](1)事務部と連携し引き続き実験実習費の確保に努めるとともに、老朽化している施設・設備を計画的に更
新する。　(2)農業機械等の安全で適切な管理・使用方法について、指導者のスキルアップ目指すとともに、安全に
関する教育を充実させる。　(3)府連大会のフルエントリーを継続し、全国大会で入賞できる指導を行う。　(4)学科の
特色を生かした教育課程について検討し、系属化をふまえた魅力的な農業教育の在り方について考える。 　(5)令
和９年度に実施する農業クラブ全国大会意見発表会の運営に向けて、滋賀県連と連携した計画的な活動を開始す
る。　(6)農場の情報発信ツールを整理し、農場の魅力を内外に発信する。　(7)各種予算において効果的に教育活
動を行うための活用方法を検討する。　(8)業務の分担とスリム化を目指し、農場部内の行事・業務を整理する。
［寮務部］(1)教職員や舎監業務の負荷軽減⇒寮行事、学校行事のバランスを考え、寮生及び教職員の負荷軽減を
調整　(2)施設設備の改修⇒寮生が快適に生活できる環境を整える必要を感じるため、施設設備の改修を進めた
い。　(3)寮の在り方についての協議・検討⇒系属化も踏まえ、寮の在り方や通学環境についてさらなる協議・検討
が必要　(4)ＢＹＯＤへの対応⇒寮内でのルール作りや学習補助教材としての使用方法、またWi-fiの設置について
もよりよい学習環境の提供の観点から効果的な方法を探る。

農場部

指導方針第２学年部


